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１　目　的　
・授業分析を行い、指導の効果や課題を明確にし、視覚的に構造化していく中で、授業改善の手がかりを見付けていく。【ポイント①】
２　日　時　
・平成○○年○○月○○日（○）　時間　○○：○○～○○：○○（４５分間）
３　準備物　
・模造紙（表を書いたもの）、付箋紙（黄と青75mm×75mm）、水性黒マジックペン（人数分）、
水性マジック（各グループに5色程度）、黒板、マグネット　
４　研修の進め方（例）＜ねらいに適したＳＧＡ組織を選択＞
（※ＳＧＡとはSmall Group Activitiesの略で、小集団の活動を表示します。）
・テーマ 例）：＜「（教材名）」において○○の手立ては有効であったか＞【ポイント②】
・拡大指導案・概念化シート・マトリックスシート等、研究のねらいに適したシートを選択する。
	時間（４５分）
	内　　　容
	留　意　点

	（３分）
（７分）
（１０分）
（５分）
（１０分）
（５分）
（５分）

	１　演習の目的や進め方についての説
明を聞く
２　研究テーマに関連する視点で授業をとらえ、成果と課題を付箋紙に書く。
３　選択したシートに付箋紙を貼っていく。
　
４　構造化する。【ポイント③】
５　各グループから発表する。
（１グループ３分間：時間厳守）
６　授業者から話を聞く。
７　各グループで作り上げたマトリッ
クスシートをもとに全体でのまとめ
を行う。
（最後は管理職からの指導助言）
	【研究主任】目的や進め方を簡潔に説明
〇　進め方については手順を示したものを掲示する（プレゼン等★）
〇　成果は青、疑問点を黄色、課題は赤の付箋紙に簡潔に箇条書きで書く。
・１枚の付箋紙に１つのことを書く。
　・見やすいよう水性黒マジックペンを使用する。
〇　まず成果から、一人ずつ考えを述べながら付箋紙を貼る。その際、似たような意見は、その都度つけ加える。出された意見は批判しない。
〇　似た内容ごとに小見出しを付ける。線でつないだり囲んだりして関連させることで内容を整理する。
【研究主任】各グループを回りながら進行状況を把握し、声かけをする。
〇　発表者、計時、成果物持ち等各グループで役割分担をして行う。
〇　他のグループの発表を聞き合い、全体で考えを共有する。
○　授業者は、他のグループの発表を聞いて、授業改善の視点で次の授業に向けた内容を話す。
【研究主任】全体の意見を整理し、関連させ今後の研究の方向付けをしてまとめる。【ポイント④】






















★研修のねらいや進め方がわかるプレゼンテーションのデータが有りますので、ご活用ください。（学校の実態に応じて時間設定や内容が編集できます。）
　ワークショップ型研修　③


～拡大指導案等による授業分析編～





※本研修の意図や留意すべきことをポイント①～④として示しています。





【ポイント①】　研究テーマや研究仮説をもとに授業改善の視点をはっきりさせ、研究に連続性と関連性をもたせ、ＰＤＣＡサイクルのＤ（実行）→Ｃ（評価）をしっかり行い、Ａ（改善）につなぐとともに、授業改善が日常の授業や次の授業に生かせるように留意する。
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【ポイント②】　研究のねらいに適したシートを選択し、整理・分析する中で、成果と課題を洗い出し、授業改善の手がかりを見つけることができる。
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【拡大指導案】





　○○科学習指導案　「　　　　」　○年○組　


研究仮説・・・・・・・・・・


本時のねらい・・・・・・・


展開








【マトリックスシート】
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教師の個別のかかわり
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過程　　　　学習内容　　　　　指導の留意点
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【ポイント③】　


出された付箋紙を整理し、マジックなどを使い、枠で囲んだり、文字を書いたりして構造化していく（関連のある内容を線や矢印でつなぐ）。場面ごとの成果と課題が見えてくる。　　　





【ポイント④】　


テーマとかかわりのある視点で成果と課題を整理し授業改善を図る。


例えば「言語活動」「交流」「その他」という視点で分析する。指導案拡大シートとマトリックスシートを組み合わせたり、グループによって違うシートを使うなど工夫したい。









